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標準化罹患比を推定するために構築され、各地の推定されたリスクをもとに空間的補間手法であ
る、逆距離加重法と通常クリギングを用いて詳細スケールのリスクマップを作成した。得られた
リスクマップは、他で報告されたデータと比較し検証を行った。 
次に、私たちは構造やプロセス、周辺環境の変化に起因して、経時的に変化する複雑さを理
解するために、システム・オブ・システムズである、ヘルス・インフォメーション・システムを
モデル化し、分析するためのエンジニアリング・システムズ複合ドメインモデリング手法を提案
し、カンボジアのマラリア・サーベイランス・システムに適用した。モデル化されたシステムの
構成要素の構造やプロセス、環境の属性を用いることによって、各時点におけるシステム内の構
成要素の相対的重みをスコア化した。本手法についてはエージェント・ベースト・モデリングに
よるシミュレーションの結果と比較し検証を行った。 
最後に、スコア化されたヘルス・インフォメーション・システムの構成要素の相対的重みの
経時的変化を実際の事例において示した上で、データの質改善を目的とした介入手段の逐次的資
源配置問題を解く事例において適用した。システム構成要素の周辺環境の時空間ダイナミクスを
構造やプロセスの変化と同時に考慮することにより、構成要素の相対的重みの変化を各時点にお
いてスコア化し、継続的な医療資源配置に用いることが可能であった。 
これらの疾病リスクの時空間的な分布の理解やモデリング手法から得られるスコアを元にした
継続的な医療情報の改善活動や効率的な医療資源の配置を通じ、人々の持続的な医療アクセスへ
の貢献が期待できる。 
 
